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グマーラ地方とは？



グマーラ地方の知識人ネットワーク

▪報告者の最近の課題
15世紀から17世紀にかけてのグマーラ地方の部族社会における法的
規範のイスラーム化

…16世紀前半のビドア排斥運動や17世紀初頭の駆け落ち騒動に関す
る記録は、グマーラ地方各地の山村に宗教的な知識を身につけた人々
が多数おり、ネットワークを形成していたことを示している

→いつごろ、どのように形成されたのか？



「知識人の山」論

▪山地の部族民の間で活動する知識人の重要性

（Mezzine & Vignet-Zunz 2014; Vignet-Zunz 2011）
▪ 平野に比べて安定した環境と交易路の存在によって、山地は多くの
知識人が居住する土地となりうる

▪ グマーラ地方は「知識人の山」

古代から地中海沿岸に多数の港市が存在

地中海とフェズを結ぶ交易路上に位置する
Cf. Voguet (2017)…トランスサハラ交易路の存在がオアシス都市をマー
リク派法学の拠点に

聖者崇敬の伝統やジハード意識の高さも要因？



グマーラ地方の小規模な知的拠点の一例：ターラーワグラース



▪アブー・アンナジャー・サーリム・ザッダーニー・シャーウィー
1465年頃内戦を逃れてフェズから移住

フェズのマドラサで法学を学んでおり、モスクのイマームを務める

▪アブドゥルワーリス・ヤールスーティー（1483/84～1561）
アブー・アンナジャーの弟子でウラマーでスーフィー

ターラーワグラースから6キロほどのバヌー・ダルクールに墓とザーウィヤ

▪ムハンマド・ニージー（1540/41～1621）
ヤールスーティーの弟子で詩人、スーフィズムに関する著作

ターラーワグラースの住人

小規模な知的拠点の存在：ターラーワグラース



▪伝統的な手法でも、ターラーワグラースのような知的拠点が数世
代にわたって山地に存在し、時折人名録に記録されるような知識
人を輩出していたことは確認できる

▪このような事例をただ羅列するだけでは、長期的なネットワークの
変化という現象を把握することは困難

→同時代の伝記史料にみられる師弟関係をDHの手法を用いて可
視化し、その分布と通時的な変化を可視化する

小規模な知的拠点の存在：ターラーワグラース



史料

▪『10世紀の師匠たちの美徳を広める者の樹形図』

（Dawḥat al-Nāshir li-Maḥāsin Mashāʾikh al-Qarn al-
ʿāshir）
▪ 著者イブン・アスカル（1529～78）の師匠筋にあたる人々を中心
にした伝記史料

▪ 15世紀没した人々から同時代人まで、都市の法学者から山村の聖者
まで様々な人物を取り上げ、奇跡譚も含め多くの逸話を蒐集



史料

▪著者ムハンマド・イブン・アスカル・シャフシャーウニー
▪ シャフシャーウンのシャリーフの家系に生まれる

▪ イスラーム諸学を学び、サアド朝スルターン・ガーリブとその息子
のムワタッキルの治世に、モロッコ地域北西部でカーディーやムフ
ティーの職に務める

▪ 青年時代からスーフィズムにも関心を持ち、多くの師匠に師事する

▪ サアド朝第内乱で廃王ムタワッキルを支持し、1578年マハーズィ
ン川の戦いで戦死



史料

▪なぜ『樹形図』なのか
▪ サアド朝史の史料の中でも最も頻繁に使われてきた

▪ 15～16世紀の伝記史料は年代記に比べれば豊富

▪ アフマド・ワンシャリースィー（1508年没）の物故録

▪ ミンタウリー（1432年没）やイブン・ガーズィー（1513年
没）、マンジュール（1587年没）のファフラサ

▪ 17世紀以降没した著者の伝記史料はより豊富

…アフマド・ブン・アル＝カーディー（1616年没）、トゥンブク
ティー（1627年没）、アルビー・ファースィー（1642年没）な
どなど



史料

▪メリット
▪ 15～16世紀モロッコ地域北部に関する最も詳しい文献

▪ 都市と地方の宗教知識人に関する情報を収録

▪ 比較的短くシンプルな構成

▪ 全体の傾向に関する研究は不在

▪デメリット
▪ 人物によって、情報の質・量の差異が大きい

▪ 情報にしばしば不確かさ、あいまいさがみられる

▪ あくまで16世紀の一法学者を起点にした歴史叙述



分析方法

▪DHの技術を用いた知識人のマッピング
▪ 可視化ツールPalladioの利用

▪ 無料でシンプル

▪ データはGoogleのスプレッドシートで作成

▪ ノード（点、座標）とエッジ（線、点の結びつき）を記述すれば
地図上に落とすことができる

▪ シンプルな分、複雑な指定はできない

→Gephi等の利用も今後検討



分析方法

▪叙述史料から分析可能なデータを作ることの問題点
▪ 関係性、場所、年代、分類の決定

▪ 師弟関係があったか不明な場合も多い

独立して立項されていても、ほかの人物との関係が不明なため、
可視化出来ない場合も

→「～から学んだ」等明記されている場合に限定

▪ 地理的情報に乏しい人物が多数存在

墓の場所や名前しか分からない、放浪の生涯、等々

→できるだけ出身地に近い活動地域を選ぶ

→どうしてもわからない場合は師匠と同じにする



分析方法

▪叙述史料から分析可能なデータを作ることの問題点
▪ 地名の特定もしばしば困難

非常に細かい地名や、逆に非常に大まかな地名

→ある程度大きなまとまりや中心的な都市で代表

▪ 没年

ほとんどの人物は没年しかわからない

没年についても、年代しか分からない人物が多数

→ヒジュラ暦10年刻みで集計

→没年もわからない場合は、師匠/弟子から30年ずらす



分析方法

▪叙述史料から分析可能なデータを作ることの問題点
▪ 登場人物をウラマー型/ワリー型/双方型に分類する

…どうしても解釈に恣意的な要素は含まれる

著者の、特に各人物の記事冒頭での描写を重視

「ワリー」「明白な奇跡を為した人」「神智者」

「法学者」「大学者」「カーディー」「ムフティー」（等々）

教授していた分野や本の名前が明記されていることもある

名前しかわからない場合は、師匠/弟子に揃える



全体の関係

1

2

『樹形図』に登場する人物
のうち、他の人物との関係
が明記されている人物の関
係全体を可視化

1はジャズーリー
2はイブン・アラファ
両者以前は分析では省略

人物数 153件
関係数 208件

ワリー型 72件
ウラマー型 59件
双方型 17件
その他 5件



▪ワリー型知識人は南から北へ
▪シャーズィリーヤ＝ジャズーリーヤの人々が中心

▪モロッコ地域の南部から北部へ拡大

▪ 10世紀半ば没の世代まで山地への進出は見られない

▪都市以外の平野部にもネットワークが拡がる

▪リーフ山脈東部への言及はほとんどない

ワリー型知識人の分布



▪ワリー型知識人は南から北へ
▪シャーズィリーヤ＝ジャズーリーヤの人々が中心

▪モロッコ地域の南部から北部へ拡大

▪ 10世紀半ば没の世代まで山地への進出は見られない

▪都市以外の平野部にもネットワークが拡がる

▪リーフ山脈東部への言及はほとんどない

ワリー型知識人の分布



▪ウラマー型知識人は東西の結びつき
▪フェズとトレムセンとの関係が強い

16世紀中葉オスマン朝のアルジェリア西部征服を受けて、トレムセンのウラ
マーがサアド朝領へ流出したことを反映

▪ワリー型同様、10世紀半ばまで山地への進出はわずか

▪平野部や南部出身のウラマーはわずか

ウラマー型知識人の分布



▪ウラマー型知識人は東西の結びつき
▪フェズとトレムセンとの関係が強い

16世紀中葉オスマン朝のアルジェリア西部征服を受けて、トレムセンのウラ
マーがサアド朝領へ流出したことを反映

▪ワリー型同様、10世紀半ばまで山地への進出はわずか

▪平野部や南部出身のウラマーはわずか

ウラマー型知識人の分布



グマーラ地方の双方型知識人



グマーラ地方の双方型知識人



グマーラ地方の双方型知識人



考察

▪ 16世紀前半グマーラ地方の各地で多くの知的拠点が形成
▪ヒジュラ暦10世紀半ば没の世代が山地で活動

▪ネットワークの分布はワリー型とウラマー型で相違

▪ウラマー型は都市と山地で活動（×平野）

▪山地で活動するウラマー型はしばしば場合ワリー型を兼ねる

→部族社会における法的規範のイスラーム化の人的インフラ



考察

▪「知識人の山」論は交易路の存在を重視

▪ 15世紀を通して北西部の沿岸はポルトガル王国に占領
▪山地の各地に多くの知的拠点が存在

▪境域でのジハードが知識人を引き寄せる？
『樹形図』によれば、法学者ワルヤーグリーは、冬と春はカスル・カビールの
マドラサで教授、夏と秋はハバト地方の境域に駐留していた

▪境域での経済活動
アルビー・ファースィーによれば、ワッタース朝期のカスル・カビールは「商
業の目的地であり、両岸の物品や商品がもたらされる市場であった」

16世紀の半ばには、ムスリムもポルトガル王国の支配領域で経済活動に従事
（Shinoda 2019）
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